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　かわの忠正議員は、市内業者の育成・支援推
進を図るため、「市内業者の定義と実態調査の
あり方」について取り上げ、確認体制強化、虚偽
の申告があった場合の厳格対応等を訴えまし
た。
　財政局長は「業者は競争入札参加者選定規程
に基づく申請に併せて誓約書を提出した者とし
ている。実態調査実施要領の要件を確認するた
め、必要であると認めた場合は、訪問、現場確
認、ヒアリング等の実態調査を行う。今後、実態
把握に有効となる手段などについては他都市の
事例を参考に検討する」と答弁しました。
　虚偽の申告があった場合の対応について、藤
倉副市長は「市内中小企業者の受注機会をしっ
かり確保し、健全な育成を図ることは大変重要
であると認識している。市内業者の要件の調査
手法や結果の対応については、入札契約制度・発
注等検討委員会も活用し、課題を整理し検討す
る」と答弁しました。
　また、かわの忠正議員は労働集約型の業種に
おける業務発注について、予定価格と最低制限
価格に不整合が発生しない様十分注意し、見直
しすべきである」と訴えました。
　財政局長は「労働集約型の業務は、適正な賃
金水準の確保につながるよう徹底する」と答弁
しました。

　かわの忠正議員は、精
神保健福祉手帳をお持
ちの方から、手帳の有効
期限が切れて困ったとの
ご相談を通し、重複障害
者も増加する中、期限切
れ防止のため有効期限
が切れる前に申請を促す
よう、きめ細やかな配慮
を訴えました。併せて、
生活保護受給者は加算等の関係もあるため区役
所等関係機関への連携強化も主張しました。
　健康福祉局長は「精神障害者保険福祉手帳
所持者数は市内で14,１０５人。手帳更新申請は
３か月前から申請が出来ることを案内するとと
もに、必要に応じて申請手続きの支援を行って
いる。関係機関への周知は区役所、医療機関及
び相談支援センターに進めてきた。今後、関係機
関への一層の周知に努める」と答弁しました。

かわの忠正議員は６月23日定例会本会議で一般質問に立ち、①市内業
者優先発注の推進　②障害者手帳の期限切れ防止策　③国道1号歩道拡
幅と公園整備　④津波対策　⑤水素自動車の普及推進を質問しました。

（かわの忠正議員）

令和3年第2回定例会
一般質問

障害者手帳の期限切れ防止策障害者手帳の期限切れ防止策
期限切れる前に申請勧奨の強化を！期限切れる前に申請勧奨の強化を！

市内業者優先発注の推進を！市内業者優先発注の推進を！
市内業者の定義、実態調査を厳格に！市内業者の定義、実態調査を厳格に！



☎044-511-0687

『市民相談室』随時開設中♪

　　まずは、お電話下さい。
　ホームページ　　　　　facebook
公明党川崎市議団  かわの忠正事務所

市政懇談会もご希望に応じ随時開催！

令和３年第２回定例会一般質問令和３年第２回定例会一般質問（続き）

　かわの忠正議員は、国道１号の遠藤町交差点
から都町交差点までの歩道拡幅工事の進捗状況
と、紺屋町ニコニコ公園の拡大を進めるよう取
り組みを質問しました。
　建設緑政局長は「車道を6車線から4車線にし、
歩道を４ｍに拡幅整備する。そのうち車道側２ｍ
を自転車通行部分とし、今年度完成予定。全て国
が整備する」「紺屋町ニコニコ公園に隣接してい
る国所有の空き地47.92㎡は、市が借り、今年度、
市民の皆様の憩いの場となるよう、一体的な整
備を行う」と答弁しました。（写真：右下参照）

　かわの忠正議員は、津波ハザードマップについ
て、“相模トラフ沿いの最大クラスの地震による
津波”では（川崎港から）幸警察署の手前まで浸
水する想定になっていることから、市民に分かり
やすく、正しく理解できるよう改善に向けた取り
組みを訴えました。
　港湾局長は「相模トラフ沿いの津波は２～３千
年以上の発生間隔であり（実際に）発生した記
録はない」等の状況から検討委員会で審議の結
果、“慶長型地震”（浸水は川崎球場付近まで）
を引き続き選定した」「今後の被害想定の見直し
は、新たな科学的知見や国・県の動向を踏まえ、
市防災対策検討委員会の意見も伺いながら検討
していく」「津波ハザードマップは、ホームページ

は紙面構成を速や
かに一部修正し、
紙媒体は次回の改
訂に合せて、掲載
内容や方法を工夫
していく」と答弁
しました。

国道1号の歩道拡幅と公園整備国道1号の歩道拡幅と公園整備
両工事とも今年度完成予定両工事とも今年度完成予定

　かわの忠正議員は、
脱炭素化を進めるた
め、川崎水素戦略の
中の「水素自動車の普
及への取り組み」等を
取り上げ、進捗状況と
推進に向けた今後の
取り組みを質問しました。
　環境局長は「水素を燃料とする自動車をこれ
まで３台公用車として導入し、今年度更に１台導
入を予定している。今後とも普及拡大に向け取り
組む」と答弁しました。
　交通局長は「水素を用いた燃料電池バスは東
京都で導入したが費用が高額のため現状では難
しい。今後コストや技術の進展を注視していく」
と答弁しました。

水素社会の実現へ水素社会の実現へ
水素自動車普及への取組み水素自動車普及への取組み

津波ハザードマップ対策の強化津波ハザードマップ対策の強化
港湾施設の浸水対策強化を！港湾施設の浸水対策強化を！

紺屋町ニコニコ公園を拡大
（雑草やごみ投棄で苦情があった空き地を、紺屋町
ニコニコ公園と一体的に整備することが決定）

た。


